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22. Cyclosporin A Iこよって誘導されたラットの関
種移譲£、に対する unresponsiveness の免疫学
的解析
坂本薫〈千大)
純系ラット F344と WKAの関で異所性心移植を伴
い CyclosporinA を14日間投与すると半永久的な生着
が得られる。その移植後3013目と210日巨に移植心 don-
orと同系および別の系のラットの皮膚を移植したとこ
ろ同系皮膚のみ著明に生着が延長し donor句 ecificな 
toleranceが誘導されていることが証明された。 この宿
主免疫反芯の変化は心移植と共に CyclosporinA を投
与することによ予獲持され移植心が生着し続ける過程で
増強されるものと考えられた。 
23.術後惑染蓮iこ対する自己路調機構の検討とその抑
制に対する治療
菅井桂雄〈千大) 
Skin test. RES 食食能検査は， 術後感染症に対し 
high riskな患者を早期iこ発見する有用な検査法である。 
anergy となる要因を術前に是正する事，街後早期より
の RES賦活療法の諸行は，術後感染症の発生率を低下
させる可能性がある事を症例をあげて報告した。 
24.各種護襲iこよる細網内皮系機能。〉持制とその対策
林春幸(千大〉 
Wister系ラットの RES会食龍を 131Ilabeled gelati-
nized lipid emulsionを患い溺定した。 68弘好切除24時間
後の RES会食能抑制の機序は血中オプソニンの減少に
よるのではなく，残存肝内食食結患の機能低下によるこ
とを明らかにし，それに対し ATP-Mgcbを投与しその
有効性を示した。又 coldinsoluble globulinのオプソニ
ン活性も測定した。 
25.食道離翫i二関する筋竃匿学的研究
紅谷明(千大)
経腹的食道粘膜離新衝は食道筋層縦切開iこ特設があ
り，また，経接的操作の為迷走神経は下部昇圧帯の部で
低位で窃られる。本街式の傷後の食道運動議能を検討す
る巨的で犬を用いて食道筋層縦切群と横切群，低f立迷切
群と高{立迷現群を第電図学的に検討したところいずれも
前者の方が対照群に近い様式をみせ，本舗式は食道運動
機能温存に者科と患われた。 
26.肝再生と業養代謝に関する研究(第3報〉
出時一馬〈千大〉
硬変肝切i珠後の蛋白合成能および遥窃fJ.蛋自合成基質
を知る目的で実験的研究を行なった。 DMN を6週連
続投与し， 68%肝切除後， 15N長 ucmeを tracerとして，
分岐鎖アミノ酸投与の影響を検討した。正常貯切除後に
比較し肝硬変類訟の DMN障害肝切除後では，蛋白合
成能が有意に抵下していた。また残存肝の蛋自合成基賓
として，高濃度分岐鎖アミノ酸組成が有効であることが
わかった。以上の実験成績よ!?， 18f7Uの肝切除症例;こ高
濃度分岐鎖アミノ酸を投与した所，術後好不全辻 1例も
認めなかった。 
27.吐下血を主訴とした若年者言癌の 2割
徳、元伸行，久賀克畠，入江氏康
(鹿島労災〉
症例 1は， 21歳男性，胃角部の Borrmann豆型 Po， 
Ho，n1，ssrであった。症例 2は， 25歳女性。胃体下部
大響但tl前壁よりの Borrmann n型， Po，Ho， nl，pm 
であった。共に吐下車を主訴とし，術前胃生検iこて，胃
癌と診断され，治癒切捺可能であった。若年者胃惑が稀
でなく，その早期発見治主主切除の重要性を痛感した。 
28.多発胃癌の 1倒
粟野友太，原 壮， IJ、出義誰 
詑岡明宏 cr青水厚生〉
最近我々は阜期多発胃癌の症例を経験したので報告す
る。症例51歳女性。胃X線，内視鏡，生検iこて IIc型同
士の多発胃癌との診新を得た。多発胃癌は早期のものの
比率が高い事，病巣型は同乙型同士の組み合わせが多い
事，組織型も同じ物河土の組み合わせが多い事よ担胃癌
の多中心性発生を推測させる。 
29.著明な牌隷j蔓i障を呈した胃悪性リンパ彊の 1治験 
191j 
。長島通，小地良夫，添田耕司
(長生〉
患者は56歳，男性。主訴は全身倦怠感。食思不振・左
側腹部痛。腎悪性リンバ彊の診断にて開腹。撞蕩は寄
窪部よ予持捧尾部へ直接漫潤し， 胃全措兼2朝専合鉾切
除施行。組織学的には malignantLymphoma，di証use 
histiocytic typeであった。街後 VEPA療法施行し， 4 
